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災害弱者のための北後志広域避難センターデザインプロジェクト 

〜北後志広域防災連携プロジェクトより〜 

Kita-Shiribeshi Regional Evacuation Centre Design Project for Vulnerable Group 

中野佑美 1  

Yumi NAKANO1,  

1北海道大学工学院  
1Graduate school of Engineering, Hokkaido University 

 
Abstract:積雪寒冷地域である北海道が冬季に被災した場合、既存の避難所での温熱環境や生活環境について多くの問題が

ある。本稿では、筆者が研究者として積雪寒冷地の避難所の課題と改善を模索する中で参加した、「北後志広域防災
連携プロジェクト」で構想した、建築技術を用いて既存の避難所の課題を解決し、北後志広域避難に適応した避難セ
ンターをデザインするプロジェクト（北後志広域避難センターデザインプロジェクト）の取り組みを紹介する。 

 

 

１． はじめに  

1.1 背景と目的 

積雪寒冷地である北海道は、国土交通省によると１）、
道内にある１７９市町村が豪雪地帯であり、さらにそのう
ちの８６市町村は特別豪雪地帯に指定されている。北海
道では地方都市の人口減少と高齢化が急激に進み、
大雪が発生すると交通障害や集落の孤立、雪に閉じ込
められた車での人的な被害、斜面での雪崩による災害
発生の恐れがある。 

地方都市には高度成長期に建てられた建て替えの
更新期を迎えつつある老朽化した公営住宅が大量にあ
り、そこで多くの高齢者が暮らしている。道内の地方都
市 A 市と都市地域 B 市を対象に居住環境に関するア
ンケート調査 2）を行なった結果、冬季中に備え付き暖房
器以外に古い暖房器具を使用している回答比率は、地
方都市A市では２１.６％、都市地域 B市では７.４％であ
った。室内の結露・カビの発生をそのままにしていると回
答した比率は、地方都市 A 市では、２６.７％、都市地域
B 市では２０.１%であった。回答者の多くは６５歳以上の
高齢者で公営住宅に住んでおり、建物の性能が低い住
宅に住んでいることが明らかになった。 

このような環境下で、災害が起き、停電になった場合
に、寒く過酷な室内環境で暮らすことになることは、容易
に想像できる。また、地方都市にある指定避難所の多く
は、築年数が経過した小学校や体育館であり、本来、人
が生活する場所ではない断熱使用、大規模空間であり
避難者を寒さから安心に安全に保護できる適切な場所
とは言い難い。 

寒冷地における既存の避難所の温熱、空気質環境
の問題は学術研究でも明らかになっている。北海道のと
ある専門学校で避難訓練を実施し夜間にジェットヒータ
ーを利用した場合に、室温を約１７度に保つことができ
たが、そのためには室内の二酸化炭素濃度が５０００

ppm 超える状況が発生し、室温と空気質確保の難しさ
が明らかになった（図１）。3)また、復興庁 4）の調査によ
ると、東日本大震災の災害関連死の原因の約３割が避
難所等における生活での肉体・身体的疲労によるもの
で、かつ、６０歳以上の高齢者が災害関連死に多くあて
はまり、比較的環境が優遇された場所へ避難する体制
が必要であるとの報告もある。 

本稿では、筆者が研究者として積雪寒冷地の避難所
の課題と改善を模索する中で参加した、「北後志広域防
災連携プロジェクト（後述）」で構想した、建築技術を用
いて既存の避難所の課題を解決し、北後志広域避難に
適応した避難センターをデザインするプロジェクト（北後
志広域避難センターデザインプロジェクト）の取り組みを
紹介する。 

 

1.2広域避難所整備の必要性 

近年の災害発生と被害規模の激甚化・頻発化を見

ると、これまでの想定を超える災害が全国各地で頻

図１体育館内の室温と Co2濃度の推移 
引用先：森太郎,定池祐季, 桑原浩平, 草苅敏夫, 南 慎一, 竹内慎一寒冷地
における厳冬期被災時の住宅と避難所の温熱環境,図 9（2016） 
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繁に生じている。一市町村の中で住民の避難を完結

することが困難となるような広域的な災害が増加し

ていることから、他の市町村等へ行政界を越えた避

難の必要性が指摘されている。 

国内には広域避難に対応した施設は、数少ない。
複合型施設として災害時に避難所としても機能する
施設事例として、茨城県神栖市にある「かすみ防災
アリーナ」5）は、平常時はアリーナ・プールと音楽ホ
ールを有するスポーツ・文化複合施設であり、災害
時には１万人収容可能な避難施設となる。敷地内に
ある広大な広場には防災トイレやかまど、ヘリポー
ト、防災パーゴラがあり日々の交流の場である場所
が、災害時には防災拠点や避難所として機能する。 
次に、宮城県松島町の「石田沢防災センター」6）で

は、平常時は東日本大震災の記録集や資料展示スペ
ースを併設した部屋を無料休憩所として開放を行う
他、会議室の貸し出しを行なっている。災害時には、
帰宅困難となった地域住民や観光客等を受け入れる。
施設内には備蓄倉庫や救護スペース、炊き出しコー
ナーがあり有事の際に速やかに支援が行える整備に
なっている。このような災害時にいち早く対応でき、
支援できる環境整備が整っている避難所は今後さら
に必要である。 

２． 北後志広域防災連携プロジェクト 

2.1 概要 

北後志広域防災連携プロジェクト（以下、北後志プロ
ジェクト）は、小樽市に隣接する５町村（積丹町、余市町、
仁木町、古平町、赤井川村）の防災備蓄、避難所と備
蓄倉庫の位置、食料と医薬品の提供を最適化するシス
テムを、官民学の力を合わせて創る社会事業である。当
該 ５町村には約２６,０００人、１４,０００世帯が住む。２０２
２ 年 ３月に締結された北後志広域防災連携協定７）は、
北後志域内における災害発生時に、各町村の相互応
援、職員派遣、支援物資の供給輸送等を迅速かつ円滑
に行い、速やかな復旧を図ることにある。これらのミッシ
ョンを遂行するため、広域防災連携による災害オペレー
ションを実施するためのこの北後志プロジェクトが組成さ
れ、人的・物的支援と災害対策費の適正化を図る取り組
みが開始された。民間企業ではベル・データ株式会社
の防災推進チームと、サッポロドラックホールディングス、
株式会社ワンテーブルが参加している。 

2.2 これまでのワークショップ開催 

これまでに北後志プロジェクトの関係者である各
自治体の防災担当、民間企業であるサッポロドラッ
グホールディングス、ベル・データ株式会社、大学
生を交えて全３回のワークショップを開催した。（第
１回２０２２ 年３月２日、第２回７月２０日、第３
回１１月９日）。筆者も学生の立場からすべてのワー
クショップに参加し、議論を重ねてきた。 

第１回、２回はベル・データ株式会社が中心にな
り、オンラインツールであるデジタル・マンダラ・
マトリックス（以下、DMM）を活用した。DMM と

は、５階層のスコープで、複数のテーマについて、
過去・現在・未来を移動して思考し、それらをグル
ープで共有することができ、広域的・長期的な解決
策を見出し、行動計画を導出することができる。 

第１回は ZOOM で開催され、北後志５町村の防災
担当より各自治体の概要と防災上での課題をこれま
での災害の実例を元に発表を行い、関係者に防災を
めぐって起きている課題を共有し、Z 世代である大
学生の意見を交えながら、共同する形を模索した。 

第 ２回はハイブリットで開催され、第１回でも活
用した DMM を用いて、コマンコードである「すべ
ての被災者を安全に避難させる」ために「私が」行
動すること（行動計画）をマトリックス上に見出し、
参画者間の現状認識のギャップを共有した。見出さ
れた行動計画は、参加者の属性に順じて、自治体の
行動計画（６例）、企業の行動計画（４例）、学生の
行動計画（１７例）、その他（４例）に分類すること
ができ、各行動計画が「すべての被災者を安全に避
難させる」プロジェクトに統合するアクションマッ
プの構成要素となっている。学生計画は４類型に分
けられ、類型１は、公共政策アプローチの計画（４
例）、類型２は、技術・ビジネスにより課題を解決
する計画（３例）、類型３は、情報を収集し、「意
識をもつところから行動する:意識化アプローチ」の
計画 (１０例)である。このうち、本プロジェクトは
類型２に属し、３例あるひとつのものであり、「災
害弱者のための北後志広域避難センターのデザイン
（以下、北後志避難センター）」にあたる。次章に
て本プロジェクト概要について紹介する。 
第３回のワークショップは、古平町の新庁舎にて

現地開催で行なった。大学チームからは、３人の学
生が自らの専門分野の知見や経験を軸に、第２回の
学生の行動計画から、北後志広域防災連携プロジェ
クトを促進するためのプロジェクトアイディアを発
表し、自治体や企業の方より現実的で実現可能なプ
ロジェクトにするためのフィードバックを得られる
機会が設けられた。筆者はこの大学チームの一人と
して、「北後志広域避難センターデザインプロジェ
クト」を発表した。 
 

３． 北後志広域避難センターデザインプ

ロジェクトの提案 

3.1 ワークショップで見出された既存避難所・
避難生活の課題 

第２回のワークショップで、参加者の DMM より既

存の避難所・避難生活に関する課題が主に３つ見出

された。まず第 1に、避難先の建物の断熱性能が不

十分なため、床下からの冷気による冷えや、開放型

ストーブ利用による空気室悪化等の生活環境上の課

題があること。第２に、これらの避難所は、人が住

むことを想定された建物ではないため、簡易ベッド

や毛布、ストーブなどといった災害時の熱エネルギ



ー確保のための対策が、十分備えられていないこと。

第３に、このような避難生活の中で、高齢者や障害

者、妊産婦といった、特別配慮を必要とする避難者

へのサービスが十分されないまま、長期的な避難所

生活が続いた場合に、避難者が健康を害し、生活再

建フェーズへの移行を困難する課題が見出された。

これに加え、北後志地域という海沿いで、かつ、５

町村とも特別豪雪地帯という地理期的な特性を考え

ると、厳冬期に地震が発生した場合に、避難所生活

は夏季に比べて過酷になり、津波に飲まれた被災者

が低体温症で避難所に逃げてくる可能性もある。こ

れらを加味した場合、既存の避難所では安全に被災

者の生命及び身体を保護できるのは難しい。そこで、

筆者はこれらの既存の避難所の建築技術を用いて課

題を解決するために、寒冷地の厳冬期にも暖かい、

災害弱者のための避難センターのプロジェクトをデ

ザインした。 

3.2 建物概要 

図２に建物概要を示す。本避難センターは、施設
の ZEB 化（ゼブ:ネット・ゼロ・エネルギー・ビル) 
8)と、省エネや再生可能エネルギーの利用により、建
物の一次エネルギー消費量を限りなくゼロにし、災
害時に外部のエネルギーに頼らない、少しのエネル
ギーで快適に過ごせる空間を目指す。また、太陽光
発電パネルの設置により、停電時でも電気を使用し
ないガスによる発電が行える小型コージェネレーシ
ョンシステムを搭載し、自立分散型の電源システム

を搭載する。北後志避難センターの利用対象は、高
齢者、障害者、妊産婦、乳幼児、日本語がわからな
い外国人等の特別な配慮を必要とする被災者を優先
する。避難センターの外には大きなグラウンド、駐
車場を設け、車やテントでの避難生活を希望する人
たちのためのスペースを用意し、ひとつの敷地で、
被災者個人個人に配慮した支援と環境を提供する。
平常時は、北後志地域における防災関連の支援や避
難訓練、防災教育の拠点施設、人材育成の場として
運営する。 

3.3 解決アプローチ 

北後志広域避難センターは、既存の大規模施設に

備わっていない室内環境を整備することにより、建

物のエネルギー需要を削減して、第１の課題（不十

分な寒冷対策）を解決する。再生可能エネルギーの

導入と自発発電エネルギー供給システムにより、第

２の課題（不十分な熱えエネルギー確保）を解決す

る。北海道の厳冬期は寒さが厳しく、日照時間も短

く、室内滞在時間が長くなるために避難所生活は、

避難者が体調を壊すリスクがある。温熱環境や室内

環境を快適に保つことにより、避難生活の QoL を高

めて、第３の課題（不十分な要配慮者へのサービス）

を解決する。複合災害時には、災害弱者である要配

慮者にいち早く対応して、このセンターに優先的に

避難誘導する。避難後は、要配慮者の身体的・心理

的な不安や不調をケアし、更に生活再建に向けた安

心した支援を行うことで、要配慮者の家族の復興フ

災害時 平常時

専⾨的なサポート
バリアフリー
設計

属性にあった
部屋割り
プライバシー確保

停電時でも

使⽤できる熱源確保 備蓄物資の確保

太陽光発電

省エネ
換気設備

企業や教育機関への
施設貸し出し

防災・災害関係の
情報発信

⼩型コージェネ
レーションシステム 防災教育・⼈材育成の

拠点施設

・施設の設備・断熱性能向上
→寒冷地の厳冬期の緊急時（停電時）に対応した、温熱・空気
環境を確保し、避難者の避難⽣活のQoLを守る

・利⽤対象︓５町村からの要配慮者
→⾼齢者、障害者、妊産婦など、個々⼈の特性に配慮した必要な

⽀援や情報提供、相談業務等を⾏い、⽣活再建フェーズへの速やか
な移⾏をサポートする

ZEB化
（ゼロ・エネルギー・ビルディング）
省エネ・再エネの利⽤し、建物の⼀次
エネルギー消費量を極⼒ゼロにする

・防災・災害関係の情報発信
→国内・道内・北後志における防災情報を集約してわかりや

すく提供

・防災教育・⼈材育成の拠点施設
→消防職員・消防団員や地域防災リーダーの育成、地域住⺠

を対象とした防災体験型学習や訓練を実施

図２ 北後志広域避難センター 施設概要 



ェーズへの速やかな移行をサポートする。 

また、北後志広域避難の必要性を地域住民の形に
伝える手段として、このプロジェク内で北後志の地
域の住民の方を交えてのワークショップを開催する
機会を作る。住民自身が、北後志避難センターの名
称の考案や建設地選定に参加することにより、住民
自ら避難行動を考え、選択し、「広域避難」イメージ
の醸成に寄与するからである。 

北後志避難センターは、単独の自治体のみの避難

誘導で救うことのできない命を自治体と企業と大学

が連携して救うことが狙いである。特に、災害弱者

は災害時に大きな影響を受けやすい。災害が起きる

前に、助けを必要とする人たちにいち早く支援と安

心安全な環境を提供できる避難施設の整備は急務な

課題とも言える。 

3.4  これまでの発表活動 

２０２２年１０月１〜２日に京都で開催された日
本災害防災復興学会京都大会にて、「コマンドコー
ド：すべての被災者を安全に避難させる−北後志広域
防災連携プロジェクトの事例研究（加藤知愛、米田
夏輝、中野佑美）」という題で研究発表 9）を行い、
その一部の大学発のプロジェクトアイディアとして
筆者が担当した「北後志避難センター」の事例を発
表する機会を頂戴した。会場の質疑応答では関西大
学の山崎栄一教授より、本北後志避難センターが建
設された場合に、現在の避難所との連携の仕方や、
法制度の中での本センターの取り扱いについてのご
指摘をいただいた。また、北後志避難センタープロ
ジェクトの解決アプローチにも述べた、既存の避難
所の生活環境の課題や、避難所での災害弱者の支援
課題は、災害対策基本法から見ても極めて改善が求
められる課題 10）であることを御助言いただいた。 
第３回の北後志防災連携プロジェクトワークショ

ップの参加者からのフィードバックの中では、北後
志避難センターの平常時の使われ方についてご指摘
があり、いかに平常時の施設としての日常遣いの重
要さと、５町村で一つの建物を建てた際の運営課題
が新たに再認識された。 
 

４． 結語 

本稿では、北後志防災広域連携ワークショップ内

で見出された広域避難に関する行動計画の例より、

大学発のアイディアプロジェクトの一つである「北

後志広域センターデザインプロジェクト」について

紹介した。今後も、多様なステークホルダーの意見

を反映した多角的な視点を得て、北後志地域におい

ても、他地域においても応用可能な新しい広域避難

デザインを目指す。 
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